
資料館ができたら幸せです

第三章　掘り起こし運動から
　　　　　　　　　保存運動へ

　中原平和教育学級や高校生の掘り起こし運動によって，登戸研究所は多くの
メディアでとりあげられ，市民の間にも関心がさらに広がっていきました。
　1990（平 成 ２） 年， 旧 登 戸 研 究 所 本 館 の 取 り 壊 し が 決 定 さ れ た こ と か ら，
登戸研究所遺構を保存しようという声が市民の中からあがり，同年に 「旧陸軍
登戸研究所の建物を保存する市民の会」 が発足， 署名運動を展開し，12 月 14
日 に 登 戸 研 究 所 遺 構 の 保 存 を 求 め る 署 名 3,339 名 を 川 崎 市 議 会 に 提 出 し ま し
た。 この請願を受け，1991 年， 川崎市は旧登戸研究所本館の内外をビデオで
撮影し， 川崎市平和館に記録保存することを決定しました。 また，1991 年６
月には，川崎市平和館への移築保存を求める請願書も提出されました。
　この保存運動は，1998 年より実施される文化庁の「近代遺跡調査」 におい
て登戸研究所遺構が調査対象になるきっかけともなりました。 さらに，2002
年には国の文化財指定を念頭に入れた文化庁の全国戦争遺跡調査リストに登戸
研究所が入り，文化庁による詳細調査も行われました。

　 ま た， 登 戸 研 究 所 の 掘 り 起 こ し を 自 分 た ち 自
身 で も は じ め た 登 研 会 に お い て も， 明 治 大 学 内
に 残 る 登 戸 研 究 所 遺 構 の 保 存 と 活 用 を 望 む 声 が
あ が り ま す。 そ し て，1999 年 ９ 月， 当 時 の 戸 沢
充 則 明 治 大 学 学 長 宛 の「旧 陸 軍 登 戸 研 究 所 建 物
等保存について（お願い）」 が登研会によって用
意されました。

図 13　登戸研究所遺構の保存と活用についての登研会メンバーの声
渡辺賢二氏所蔵「登研会ファイル」より

図 12　「第３委員会の請願の審査（視察）
について（依頼）」
市民の請願を受け，川崎市議が生田キャ

ンパスを視察に訪れた。訪れた市議の中

には，登研会員でもある元登戸研究所勤

務員の議員もいた。（明治大学所蔵）
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第三章　掘り起こし運動から保存運動へ

（左）「近代遺跡の調査に伴う情報提供について （依頼）」

1998（平成 10）年 7月 24 日｜川崎市教育委員会｜明治大学所蔵

（右）「近代遺跡詳細調査（陸軍第九技術研究所　明治大学生田校舎所在）に
かかる協力依頼の送付について」

2003（平成 15）年 12 月 3日｜文化庁｜明治大学所蔵



第三章　掘り起こし運動から保存運動へ

戸沢学長宛 「旧陸軍登戸研究所建物等保存について （お願い）」

明治大学内の登戸研究所保存の方針が変わったため， 提出は叶
わず登研会事務局長の和田一夫がずっと持っていたもの。

1999（平成 11）年 9月｜登研会会長　山田愿蔵｜渡辺賢二氏所蔵



第四章　明治大学平和教育
　　　　登戸研究所資料館
　　　　設立へ

　1994（平成 6）年，明治大学は 26 号棟（旧偽札倉庫）取り壊しを決定しました。
それを知った明治大学在学生，教職員らが「旧陸軍登戸研究所の解体に反対し
保存を求める会」（以降，「保存を求める会」） を結成， 学内での保存運動を展
開しました。これまで，川崎市へ移築保存を求める運動が市民によって続けら
れてきましたが，「保存を求める会」 の運動は明治大学に保存を訴える初めて
の保存運動でした。
　学内での保存運動が展開される中で， 明治大学として登戸研究所を検証する
重 要 性 を 感 じ た 海 野 福 寿（当 時 明 治 大 学 文 学 部 教 授， 保 存 を 求 め る 会 共 同 代
表）， 森恒夫（当時経営学部教授， 保存を求める会共同代表） ら明治大学教員
と渡辺賢二は，明治大学人文科学研究所の総合研究として登戸研究所を取り上
げることを決め，1994 年，大学によって採択されました。
　こうして，1995 年度から３年度間， 初めて組織的な学術調査が行われるこ
ととなりました。 また， 大学としてもすでに決定していた 26 号棟など旧登戸
研究所遺構の取り壊しを調査研究のため３年間凍結することを表明しました。

１明治大学内での保存運動と

　学術的研究のはじまり

表２　人文科学研究所総合研究「旧陸軍登戸研究所の総合的研究―十五年戦争におけるその意義」の主な研究成果

　　　　登戸研究所資料館

写真家・吉田一法氏に依頼し，生田キャンパス，疎開先である長野県・福井県・兵庫県，人体
実験を行った南京病院，阪田機関本部（上海）を取材およびスライド記録を作成。

元所員の証言を基に第三科疎開先である福井県武
た け ふ

生および粟
あ わ た べ

田部を調査。登戸研究所「北陸分
廠」として接収した加藤製紙・西野製紙を調査し，疎開先での第三科の活動を明らかにした。

疎開先である兵庫県小川村を調査。「関西分廠」の活動を明らかにした。

元所員の証言を基に，静岡大学に終戦直後登戸研究所から寄贈された「登戸研究所」蔵書印が
ある書籍約 1,000 冊を発見。

『雑書綴』復刻。（第三展示室に展示中）

研究成果をまとめた『陸軍登戸研究所』（青木書店，2003 年）刊行。
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第四章　明治大学平和教育登戸研究所資料館設立へ

「旧陸軍登戸研究所の解体に反対し保存を求める会」 チラシ

結成声明， 呼びかけ人募集， 講演会のチラシ。 駿河台， 和泉，
生田各キャンパスで配布された。

1994（平成 6）年｜旧陸軍登戸研究所の解体に反対し保存を求める会｜明治大学所蔵



24 第３章　そして資料館開館へ…
第四章　明治大学平和教育登戸研究所資料館設立へ
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第四章　明治大学平和教育登戸研究所資料館設立へ

要望書および署名

サークル・部活や教員など学内関係者，元登研勤務員，市民から明治
大 学 学 長 に， 登 戸 研 究 所 遺 構 の 保 存 と 活 用 を 求 め る 要 望 書 と 306 筆
の署名。

1999（平成 11）年 11 月 21 日｜旧陸軍登戸研究所の解体に反対し保存を求める会，他｜明治大学所蔵


